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昭　和　3　9　年　度

滋賓県立機械金属工業指導所



は　　し　　が　　き

数年来の日本経済の高度成長.過密都市対策および交通網の発達などによ

って.茂琶湖周辺には県の工場誘致政策とあいまって.工場進出が盛んとな

り2百数1 0枚が進出してきましたがL最近の経済界の不況から一寸中だる

み中形勢であります｡

県下の工業においても.これらの経済の大きな波を免がれえず.高度成長

の一時停滞ムードが感じられます｡しかし.この数年来の高度成長は.今後

そうざらにあるとも考えられません｡今後LJT)経済成長は､じっくりした健全

経営のもとにあるべきものと考えられます｡そのためには､企集として技術

の向上と合理化に活路を求むべきでありましょう｡彦根地区は.バルブ類の

集団的産地でありますが,昭和3 9年における/i産覇は5 9倍円にのぼり.

とくに鋳鉄パルプでは全国の3 070以上を生産していますo今後とも新技術

の利用や材質の向上に意をもちいて､さらに発展することを承望していまも

その他の機械金属業界においても進出工場とU^)系列化.設備近代化および技

術の向上において問題となる点もなお多くありますがIこれらについて真剣

に努力を払われている企業が.多く見られることは敬服に偵します｡

当所. 39年度の業務をふりかえって見ますと､パルプ業界を主とする材

質､分析試験のほかに,県下全般からの冶具加工その他の特殊な精密加工の

依頼および指導が増加してきました｡また､公害関係や合成樹脂製品の試験

など特殊な飯親.指導が加わってきて､巾広い扱能の必要性が高まってきま

した｡今後ともI施設の拡充ならびに人員の増加をはかり.業界の要請にこ

たえるぺく努力したいと存じます｡

ここに.昭和39年度の業務をまとめて報告します∂

県立機械金属工業指導所長

立　花　総一郎
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業　　務　　報　　告

1沿　　革

昭和2 1年　4月

昭和2　3年　　7月

昭和2　7年　4月

既設機械工養成所施設を引継き長浜市に県立

長浜工業試験場を設置.根城部､織維部の2部

門を置く｡

木工部を増設し. 3部門となす｡

機構改革に伴い繊維部門を分離し名称を滋賀県

立機械金屑工菓指導所に改称す｡

昭和3　4年･ 4月　　本指導所の整備計画並びに彦根市えの移転と庁

舎の新築を決定(彦根市岡町)

昭和3　5年1 0月　　庁舎新築工事､試験分析設備の設置を完了し

10月29日竣工式を挙行.同日より新庁舎に

おいて業務を開始す｡

昭和3　7年　3月　別館(精密機械加工､熱処理中間試験工場.

㌔グポーラ室.その他研究室)増築竣工｡

2位　　置

彦根市岡町52番地　　TE i (彦根) 2325

東海道線彦根駅より南方　　2KzA

近江鉄道(私鉄)彦取口駅より南方0_1 5 FA

3規　　模

5･1　土　　　地　　5,598･09m2

5･2　建　　　物　　　928･41汀㌔

本　館　　545･091㌔

別　館　　550･d Om2

その他　　　54.7 2m2

様　　式;鉄筋コソクリート補強ブロック平屋

4職　員　数

其　　　の　　　他

L埜堅｣ユ1-三十雪埋草
; 2　!　.　.Fl ijiliij
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5組　　　摸･

T庶蕗係

所

i-ilレ

i械扱

庶務.'会計､人事

指導企画

講習会.見学会の計画

備付け放械器具の使用vc,娼すること｡

試験成績表の交付

開放研究室.扱械加工技術.測定技術

材料強度試験.非破壊試験., Llグポ-

ラ加工

冶金部　｢~鋳造技術･鋳　砂試験.熱処理技術

t

｢-化

化学蔑卜-!
学分析.機器分析.発光分析

｢-

用　Ⅹ　線　探　傷　織事

高周波誘導電気　炉!
∫

電気マツフル炉i

≡ i_-_I:_:-I:シ窒;.:. lr-5__i ≡

万能微量定暴分析　装　置

自　記　ポ　ー　ラ　ロ　グ　ラ　フ

分　光　分　析　装　置t

2D OEVPP5mA

dM-55 Steel - 8/40min

SMF--14型15榔20X15X40

958-′1.000℃　200×500×150

粘土分.通気性.万能強弱.水分

cM-2型.検体最2-5呼

RP-2型　交流ポーーラログラフ装置付
O

qL-170型　2,000-8,00DA

孟芸芸霊　慧至芸慧式慧警孟5%

T1　-I--･･-I･+--III

l…

｣-燃料分折.公害分析

6業務内容

県下横様金属工業の技術の向上と業界綬興のため次の業務を行なうe

川　中小銭械金属工場に対すも技術の実地指導に娼することo

t21枚械金属の加工技術の試験研究E,f-一娼すること｡

(37　製品ならびにその原料および資材Jl試験分析および鑑定rL娼するこ

と｡

(4)機械器具の試作.改良七･Lよび修理`r=関すること｡

(57　備付機械器具の使用に娼すること0

7主要設備機械器具

品　　　　　名

旋　　　　　　　　　　　　　盤

電子管式万能材料試験級

i/ヤルピー衝撃試験棟

…プリ　ネ

▲ ･+. ___･-　　.___-+

ル　硬　度　計

-　硬　度　計

托　試　覧　扱

規　　　　　　格

4･5択米式

A E:H型50 I

5 hg桝

油圧手動式500-も000晦

D型

西原式圧癖荷重0-25 0時

-2_-

アムスラー型万能材料試験機

アイ　プット　衝撃試験　棟

ロ　ック　ウ　ェ　ル　硬珪　計

ピ　ッ　カ　ー　ス　硬　度　計

珪　　労　　試　　験　　　棟

万　能　金　属　頚　敏　捷

金　蔵　試!lLL　研　磨　頗

高周波連続移動焼入装置

テ　　ン　　ハ　　　　　　炉

1焼　入　性　試　験　機

ロータップ　試験用定時論器

断'熟　　熱　　量　　計

ガ　ス　分　析　装　置

P E j　　-　　タ　　ー

鉄鍋中の0. 8定量分析装置

ブ　ロ　ッ　ク　グ　ーiy

照　　射　　剤　　徽　　計

ソ　ル　ト　バ　ス　電気炉

万　　能　　研　　削　　盤

光　電　分　光　光　度　計

電　解　分　一折　装　置

徽　　小　　便　　度　　　計

万　　能　　投　　影　　鴇

万　能　工　具　研　削　盤

光学式L/グ中　グリ　裾

平　面　　研　　削　　盤

--3

5　0 I

751呼m

荷重100　　1 50Kg

荷重5-50時

小野式最大曲ゲモーメyト8ClOh9-イ氾

RME型X40.-2.40　0

-連式直径1 80%_5段変速

披処理最大長す50日粒　径50%

占00℃ .20ロ×200X500

ilヨミニー

12簡揺　1/4LP

燃研式　改良B型

00-1 20型

硝子電極fIM-5 A型

JI S型

4　7　76　1 05個組B級

甘BB-50KX　900 ℃25･DXSOOX208

MtJ 8 '25-5　0

QR-5 0型　波長210-1,200m't'

EA2型　2連式0-20v　0-5A

島津製

マイクロテクニカ製　照明方式透過及反射

牧野製作所製　0-40型

三井精機工業仏製　5号型

三正製作jJTT製　8℃一占4型



8昭和39年度購入主要設備

品名 亢ｸｦ��1品名 亢ｲ隕停��

仕上面検査機 閥ｸ抦ﾞ(ﾊHｸh��ｲ�8ﾔｒﾓRﾘﾅ����i 超音波凍傷器 �tｦｨ�籀������ﾅ��<�¥ｩXﾘ��ﾋ��ｩ�ｩ.旭ﾒ�D荅蠅ﾒﾓ��佛竰�

ゲージブロック 白�NI,8�9�ｸﾞﾈ��ｲ�ﾂ�自動温度 �6H���ｴﾉ�+)��9N8ﾇb�
津上規格A級10夢中 �+)���Y'R�単相220V12KVA 

9決　　算

才　人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位　円

科目 劔｢~ー~~~~~~~~~~~~~~~~ 】予算額 佇亥ｨｧ｢�

款項!目 劔���

使用料及 手数料 亦ﾔ壷�I{��l ��l5,852.000 迭ﾃゴRﾃCSB�

l i i 僮 l fi要孟i書芸芸 凵｡5,占52,000 迭ﾉ�ゴRﾃCSB�

｢ 傅Hﾔ��ﾙk��詹�I{��公害分析 i手数料- 鳴�c#��ﾃ�����r�200,ロoロ 

諸収入 �8�b�推入 儘ｸ蔗�0 都r��S��

財産収入 i 俥�蝎HH咤��?ﾄb�b�物品売払 収入 傅Hﾔ��%�?ﾆb�9.-oooi i 鉄�ﾃc#b�

単位　　円

節 所

節弼名所費 □115,921 劍韋ﾋ�轌;�-ﾒ�公害防除対策費 
955,992 塔b繝���

節 節 弍儂��56,2?4 ���r緜����14,5ー60 7.000 

食料費 印刷製本費 鉄R經S��45,000 

28,000 田R�����2.275 

光熱7k費 ��R�#S��967.000 

修繕料 鉄�縱c��285,950 ��

役務費 �88,596 涛r�����占,ロoo 6,000 

細 節 �,ｩ�ﾘ暮L�N��85,066 ��"ﾄ�B�

手~数料 迭ﾃSS��85,000 ��

使用料及び賃借料 工事請負襲 �200 迭ﾃ���� 

75,Cool 鼎�������75.OOq 

備品購入費 �105,415 �"���r經���

計 兌612.6占5 迭ﾃSSづ#�ゴ�Rﾃ����

(人件費は含まず) 

10　業務.の概要

本年度の技術指導の魯魚は特K技術水準の低い精密加工技術し研削加工

冶具の活用)と熱処理技術に置き研削砥石･研削条件等一連の技術指導を

行い.旋削.キリ深み加工等vC冶具の活用によ｡精度及び生産性の向上を

又ユーザの要望である'材料の耐磨性･耐食性等については適材の選定と

適正なる熱処理法の技術指導な行-た○この為に自転車環興会よ咽転卓

等構械工業操典事業補助金を得て設備の充足を行ったol

未県特産のバルブコックの技術指-ついては抑生命たる鋳物vTL重点を置

き新たに迅速水分測),!器を購入し鋳物の砂の水分叉溶解温度等の指導か行

ったが材料強度試験･材料分析等の依親の増加･叉その他の試験換査等が

それぞれ多様にな｡､人手不足よ｡充分な指導が行なえなかった｡しかし

乍ら適時講習会･展示説明会等を開催し一文生産技術研究会を結成発足せ

しめ毎月定期的に研究会を剛臥技術の向上に努めた○

研究は業界の要望に応え熱処理･摩擦溶接及び発光分析等vCついて行い

技術指導に移行した｡

職員の技術指導能力向上のため.国立名古屋工業試験所及び中小企業指
-5--･
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導センターへ研修に派遣した｡

公害娼係について.彦根市.多賀町等の障下粉塵の測定調査を行なった｡

1以上業務の細部については次項に示丁｡

11　業　務･実　績

(lI　指　導　事　項

ア　実　地　指　導

｡　冶具の設計製作と加工工程について

o　工作横城の精度検査法と精度補修の指導

｡　限界グーLTの使糊について

｡　鋳物砂の管理について

○　溶解温度と鋳込温度について

以上五項目を指導の重点目標として月間6回巡回指導を行い又之に

娼達し.牢番項についてそのつど指導を行った結果製品の精度及び能率

が向上しつゝある｡

指導事項下記の通り

1研削砥石の遺跡こついて　　2　切削刃物材の選択し超硬合金

3　要求精度による計測器の　　　刃物)

選択について　　　　　　　　　4　織成の基礎について

5　ステンL/ス鋼の熱処理に　　　6　切削速度について

ついて

7　薄板の平面研削法について　8　熱処理歪と仕上代について

9　研削条件と研削南アラサにIO IH物の研磨について

ついて

11　計測管理について　　　　　12　運搬管理について

13　セメント鋳型について　　.･14　精密鋳造について

イ　技　術　相　談

1下請のための工作機種の･ 2　金型の硬質メッキ年?いて

選定について

31金型材料の選択vtb訂､て.　4　横城の配置こついて∴

5　研磨布の製造について　　　6　旋盤の改造について

-6-

7　鏡面仕上法について　　　　8　鉄軸の表面硬化産について

9　7JL,ミニユームの着色及びIu　鋳鉄の内郷応力の玲妾について

印刷法について

ウ　講習会及び見学会

別 講　　　　習　　　　会

題　　目

シェルモード使用法

rLついて

鋳物砂技術講習会

摩擦溶接法につい

て

可傾式ルツポ炉た

よる鋳造法につい

て

樹脂鋳型について

1･ 9i自動多角磯展示説

2. 2詳弓

精密加羊技術講習

会

鋳物技術講習会･

講　　師

i,エ).tIモT ｢協会

小林技師外1名

大阪府立工業奨

励飽
黒瀬.q三氏外
1名

当所職員

辻技師

与ルチング商会

西山初太郎氏

高分子化学工業

KK　田中遊民

比西川蹟工商会

田中技師

大阪府立工業境
励舘

安富茂氏外1名

名古屋工業捷術

試験所

二木邦夫氏外1

見学会

東洋楕器KK

エ　技術指導件数

技術指導内容 ⊥T華 叫71　5　r･n

譜1 52 5如
依穎分析は分)門

技術指導内容　　f　件数

依頼試験検定換査

渦　整　加　工　試　作

鋳物砂試験　㈱

頴故轟組織等講その他

-7-
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技術指導内容 佇��B�ー~ 技術指導内容 佇��B�

講習会.研修会等脚 途�展示会■印 ���

技.術邑養成N ��ｲ�実地巡回指導脚 塔��

その他 I ���f合計諾 ���ﾃ��r���

(2I　研　　究

Ⅰ　分光分析法による鉄鋼分析

高クロム鋼の分析　　　　上　田　成　男

-､まえがさ

鉄鋼の定量分析vTLついて.日本工業規格では炭素鋼及び低合金鋼で

クロム含有量が5･5 %以下と規定され高クロムの場合は規定されてい

ない｡しかし米国ASTM法はクロムが0･1-50%､ 0･5-55%

のステンレス型鍋の定量を強度比較法により可能としている｡これ等

はいずれも溶液試料に回転電榛法を適用している筆者等はJ I S法

ASTM法.以外の方法を開拓する目的で試料を溶液化し偏折の影響

を除き試料溶液をグラファイト粉末pC吸着させる強度比較法により換

討した結果の概要を報告する｡

二.実　　験

1　装　　置

分光器;島津製qL-I 70大型水晶分光写真業

発光装置;島津製万能発光装置

測光装置･･島津製測徽光度計の実験室で改造したものtおよび理学

電織製CM-1デyc/トメータ

2　試薬および層準試料

クロム鋼;八幡製鉄所第8号クロム標準鋼

モリブデン酸アンモニウム;試薬特級

酸化ニッケル; iyヨyソン･マツセイ分光用標準試薬

二酸化マンガソ;　　　　　　'

酸　　化　　銅;　　　　　　　■

教化第　2　鉄;　　　　　　'

硝酸ストロンチウム;試薬特級
-8-

八幡製鉄所第8号クロム標準鋼は表1に示すような過成を有している｡

以上の試薬はそれぞれ塩酸に溶解し衷2に示すような標準系列試料溶液

を渦整した｡艶濃度は2-3N,液濃度は5T･qg/TJとした｡

表1　八幡製鉄所第8号クロム標準鋼の組戒(Fo)

Si 磐��Cu 疲��Cr 杷R�

0_59 ｣ ��譁"�fO.19 ������1421 I �D#R縱B�

衰2　標準系列試料溶液組成tFv)

試料- 元素l �6ﾕr苒�M.2 ��ｿ6｢�J6-41瓜一5 

Cr 鉄����2ロ.0 ���ｲ����5.011.0 

Ni ��R���6.60 励X�ゴ��1,94 ���b�

Mpn ��經b�i.8Cl ��縟B���0.90 ������

Cu ��繝��2_404_80 �1.60 ��紊��

ーMo 剃4偵��2.264.占o I �1.5D ��紊��

iFe 箔SB纉Cｳi�ふ釘�都�c��89.0占 箔�紊R�耳�"�

3　発光試料の謂製

表2rL示した標準系列資料帝液による予備実験で鉄を内標準とす

ることは鉄以外の含有金属の変化が大きいので不適当であった｡

そこでストロンチウムを内標準とした場合を換討した｡結果は長

好であ,:･たので.以下の実験にはストロ1/チウムを使用することに

した｡つぎにできるだけ操作を簡単にする目的で試料溶液を電極に

浸透させる｡いわゆる液浸法を検討したが.電極pc保持される資料

が少ないためか.発光をアーク法とした場合でもよい結琴は得られ

なかった｡そこでアーク柱への試料供給を増す手段としてグラファイ

ト粉末に試料溶液を吸着させ発光試料とした場合を検討した｡

結果は比較的良好ということが推定された｡引きつづき内標準とし

て添加すべきストロンチウムの添加量を検討.試料溶液1.rtBに対し

ストロyチウム1 0mgが適当な黒度を示した.

以上の検討で標準試料溶液l7nlをI O O呼のグラフ7イト粉末に

加え､さらに内標準としてl O呼/Tnbnストロンチウム溶液1竹J
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を加え.乾燥.低温で焼いたものを発光試料とした｡名題孔に充てん

される試料は約2 Omgであるから約1"Lgの鼓斜が励起さ苛-uるわけであ

る0

4　発　光　条　件

J工Sに規定されているアーク法撮影条件は断続アーク法であり･

AS TM法でも同様スパーーク14)ならびに断続7-ク法(5)を採用してい

る｡また.前にも述べたが鋼を王水に溶解しグラファイトの回転電極

を使用し, (6才内標準としてカドミr7ムを用いスパーク法によVlクロム

0.1-25%.ニッケル0･5-15%の定量を定めている.すなれち､

いずTiもA. 0.アーク法は採用していない｡

そこで筆者らは励起諒に血. a.アークを用い常法により発光条件を

定めその可能性Jh,検討した0

11J　スリット幅

定量を目的とするため一応スリット幅を20〟とした｡

12)電極の形状

革径6mmのカーボン竜極･上極の先端を600の円すい形とし.

下部電極は試料約2 0mgを保有するよう電極孔径5･ 5初深さ5脚

としたdこれは定畳元素は普通の金属であり.かつ比較的よく励起

さ.nるも一のであろため電極形状も現在までの経験によV)最も普通の

形を採用したものである8

(3i　電流強度と露光時間

標準試料系列より.得7T発光試料により竜流強度は電極間のアー

クの安定性.試料の燃焼速度およびバックグラウンドの状態より

A. a. 7Aとしたoまた.露光時間は各定量元素全濃度範囲が測定

され.かつ.それぞれの透光率が20蕗以下IこTLり.バックグラウ

ンドはほとんど無視できるものとして･15txx:とした.,予備放電はそ

れほど有意義ではなかったので採用しなかった｡

以上の発光条件をまとめて表3に示すo
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表3　発　光　条　件

試　　　　料

電　　　　極

下極

上極

電圧電流

スリット幅

電極間隔

予備放電

露　　　　光

乾　　　　板

現像定着

補　　　　正

金属の塩酸帝液(51･'Lg/-A) I-A+グラファイト粉末l

loo野+ストロンチウム溶液(1 0野/TrLe) 17nA1-1･乾燥

日ノ本カーボン社製S級

占mmSX5･5例X5lJm

O

d抑S先端80　円すい

A･C･200V, 7A

'Z 0 JJ

5m

なし

1 5己だC

フジプロセス

FZ)-151, FF-fi4　20℃157YJn

ザイデル函数

(4)分折線対

表4 vc.示す

表4　分　折　対　線

三.検　量　線　の　作　成

頗準発光試料をそれぞれ5回発光し平均値をもって検量線を作成し

た●

図1-5vcl示す｡
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図4　Cuの検豊繰

四.再　現　性

各分折線対の平均値よりの変動係数を表5忙示す｡

∫ Cr握) 白�S����20.口 ������迭���Tl.ー~一~■｢ ■1.0 

変動係数傍) ���sb�6159 牝�cB�湯經��4.45 

Mnfn ���b�1.80 ��縒���纈�0.09 

変動係数院) 免ﾂﾃC��1.20 填�����2經��5.86 

Ni(%) ー変動係数闇 ��R���占_60 鉄3������B�0,66 

1〔).0 砥�#"�dj9 �12.1ろ 湯經��

Cul洛) ��繝��2.40 釘繝�ﾂ��������-Y+～__-- 0.40 

変動係数t瑚 辻�5ム8_ �"�#"� 免ﾂ縱��- 

Mo防7 ��纉��2_26 釘繝�� ��經��0_dO 

変動係数tFo) 釘���ﾂ���8.84I I ���紊v��ﾂ�途��Db���4.05 

変動係数-
∑d2

n~1　　　7;強度比の平均

d ;測定値の平均値よりの差

･L ;測定回数

五､実試料の分析

外部より提供され-た試料2点について末法を適用した結果を麦6

に示す.ただし. Siの定量値iH本報告vc-は述べたいがNI B. S.

標準試料を用いてスパーク法で作成した検量線vclよる結果であり.

化学分析値は滋賀県立横様金属工菓指導所で分析した結果である｡

表6　実試料の分析結果

折
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Cu, Moは化学分析値が求めていないので表6にはのせなか?牢｡

この結果からみると分光分析値は化学分析値に対しSi Ni Cりま

だいたい5-9',芸の範垣内で一致†るが. Mn　は低くでるようである｡

この原因は現在検討中である｡

六､考　　察

日本工菜規格AS TI止で規制する鉄鍋分析では発光法としてスパー

･ク法　アーク法を採用している分析績度もよく管理された条件下では

スパーク法は5蕗　アーク法は1 070の変動係数を示している

N. B. S.標準試料でスパーク法を用いた場合では発光回数少くとも

1 0回以上としその平均を取った場合鍋以外はやゝ良好な検量線を持

たが変動係数は5 -d u70を示したこの様な変動係数は発光そのものに

基因すると考えられる衰5に.示す様な変動係数は金属を溶液化する際

の試料の採敏活解濃縮の前処理vc,基因するものかつ発光.乳剤.現像.

測光等の誤差.要用を多くする定壷分析法であることゝ実際分析結果

の比較から結論すればまず良好な結果t-考えられるo定立完了-までに

要する時間も試料面容解時間を除けば数時間ですみ試料数個の場合ち

数十個の場合も時間にあまり変わらないC, 7･ゝつ､発光回数も少くてす

み依頼試験処理fこ有力な方法と考えられる･｡

七.,あ　と　が　き

尚この研究に当Y)工業技術院名古屋試験所三部一課の森田清課長に

御指導を承り立E/C深謝の意を表する次第でございますD

皿　摩擦溶接の研究

快　削葺銅棒　LBsBM2)の溶接

辻　　久　男

一･.まえがき

最近摩擦熱を熱源とする金属及び高分子材料の接着技術が内外の注

目を浴び.我国rL於いても研究も進み実用化している所も日をおって

多くなって来た｡そこで摩擦溶接の研究をされている名工試安藤.

田婦､平井.各技官の指導をうけ.快削黄銅棒の摩擦溶接についての
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考験を行った｡その結果について報告する｡

二.摩　擦　溶　接　と　は

摩擦溶接とは被溶接材を突き合せて相対運動をさせ､その接触面に

発生する摩擦熱を有効に利用して.圧接するものであh.その捜構上

から分類すると次のー4つの方式が考えられる｡

ll)一方を固定して他方を回転させる｡

(2)双方を反対方向vl回転させる.

(3)双方か固定し.中儲vTL取り付けた物休を回転させろ｡または中間

を固定し双方を回転させる.

(41微小振動のかたちで往復運動をさせろo

米画では11)ソ連では11)及び13)の方式7iJとV)上げているo名工誠で

は.もっとも単純な方式LllPC従っている｡

_､　実験装置及び実験方法

実験装崖は上記もlJに従L^て名工議に於いて試作されたものであり.

その機構を第-図に､仕様を第1表に示す｡

第1表　仕　　様

最大加底面積t 迭��F6苒�

スピンドノV直径 迭��ﾖ6ﾒ�ﾂ�

史空し台旦埜⊥ 迭��6ﾒ�
捜桟の大きさ �%���ﾒ�

スピンけレ.スピード 幡ﾇ�����ﾄ｣���'�ﾒ�
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最大押付圧力
モ　ー　タ　　-

短時間タイマ-

長時間タイマー

200qt
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0 - 6uBC
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まず比較的低い圧力で旺按に必要な熱を摩獲により発生させ.所望

の温度に達したときに圧力を高めると同時に回転を停止させて接着さ

せるものであろへこの時の加圧の方法は今迄の実験o)結果から第2図

vc一示す加圧･J)方法が適当である事が判明した.ここで予熱過程は､被

溶接材から溶解按㌣ニ連ずるまで†なわちOA B閲を言う｡またこの時圧

力を溶接圧(H P)と言うo圧接過程は予熱過程終了後すなわちBで

回転を停止し.如任して溶接を完了するo回転停tL後の圧力をアップ

セット症と言う｡実験に用いた試料の形状を第3図に材質を2表に.

また溶接時の条件を第3長;こ示すD

第2図　溶接工程rLおける加圧力の変化　　　　　第　3　図

第2表　　材　　　質

良--　76　-局

種別 亢ﾈﾘb�Cu ��"�I Zn 俣ｨ6ｨ��

快削黄銅棒 ��ｴ'4$ﾓ"�58.05 l �"ﾃ�UｳSゅs����

第3表　実　験　条　件

- I (三　一一

四.引張強さと;亮験条件及びアブセット量との関係

第4図虹示すように.アブセット量は摩擦溶接約･n全島Lが溶産後
′

L vc変った時のSLlとSL2　の合計したものでアブ七､､1ト畳杏∑s

′

とすると∑S-L-L-SLl+SL2である.

第4図　溶　接　状　態

■li

止･.　　　-　　　L
/

-一斗SLlk L　--

了二Y: I ＼

一一一-｣S L 2ー

(‥~　　~　　　　　t

F::

アブセット量と溶接時間.溶接圧力の関係は第5図のようになY).

この図でわかるように.発熱までに時間を用し､アブセットが出始め

ると急激に進むo又溶接圧変化により発熱までの時間は変化するが.

アブセットの増加のしかたにはほとんど変化が見ら71ないo

第　5　図

.I;I

‥.∵

∩)　　　∩U n)　　　nUdN.)つ⊥l
w-g･日　朝｣へ斗j:.[
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0　　2　　4　　6　　8　10

A-HP-　250%

UP- 1000%

N二三　4000r.p.m

B-Hp-　1?5%

UP- 1000%･

N-　408O I.p.m

溶接時間　scc

また､今までの実験から引張り強さとアブセット量との問に大きな

関係があると考えられる.すなわちSCの場合はアブセット量が増す

にしたがって引張り強さもまし､ある量を過ぎ7,と一定あるいは少し

さがる程度であとはいくらアブセットを出しても強度にはほとんど変

化が見られないo　又Aeの場合は7-Jセソトが増すにしたがって.塗
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度も増し.ある量をすぎるとこんどは下ってきて.接合面にクラック

が生じやすくなる｡快削黄銅棒LBsBh,1卓の引張り強さとアブセット

貴の娼係は第6図のようになり.･やはりAL'の時と同様アブセット畳

が1 0～50卿がもっとも強度が高く.少くなくTL-つても多くなって

も強度が下ってくるoこのようV:=鉄鋼にくらぺ非鉄金属の場合.アブ

セットが増すにしたがって感度が下る原周についてくれしい事はわか

らないが.金属中に含まれている木組物の影響ではないかと思われる｡

第　6　図

50ナ　　　　と__i

頂Jjm机萄(壷二･
40

50

lU D
2　　　1

′l　/

｢㌧/

plL_いけ〓リー.～

-I-C A-HP-250%　UP

ト.　　　＼ィ､ 1　A　　　　　儲N-40DO ど.p･m

三十=-?～主.-LAB E　蒜T轟lol{ -言Iiik冷

D ら-HP-250態　UP二=1000

%N-400r･p.m

熱処理なし

L Cr母材の引張れ強さ

10　　20　　50　　4C' D-JI S規格

ァプセット親御　　　　Er母材占00℃　SDOmin-水冷

なお.熱処理なしの時の伸びは4-890であり.熱処理をすること

により伸びは1ロ～2090と著しく点くなりt引張り強さもいくらか

改良された｡接合部の組掛ま結晶が小さくなっており第7図に示すよ

うに硬度も高くなっている(また熱処理をする事により硬度も下V)姐　)

織も大きくなる｡曲ゲ試験に於いても熟処理しない‡､のは接合部近く

で破損したが熱処理したものは合格した｡

-1 8-

(苛若　竹1Jtq y-芸吉CyL
∩〕9

ri

180

170

160

150
.r
n

210

200

190

188

170

160

15D

第7因　硬　度　分　布

'1､
/., r､--∫/r  1    /

㌔)～./ l＼ノ

熱処理な　し

＼-ノン＼一､､

1㌧　ノ-㌔

HP-2 50･也
＼＼ ′一一◆

UP-1 000'%

N-4000 r.p.m

十･.一十--I-4･

Ⅶ川"■

-･････4-･･-1-I-･IJ-　-･･-I

----■　-

八.

FW後600`cl時間の水冷

llP･U'T'･N上に同じ

■■--∫

▲_

＼

√ し1
{

ド-＼

_jー__⊥ ｣__ !　l_

0　9　8　7　占　5　4　5　2　1 0 1 2　5　4　5　6　7　8　9
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五､ま　と　め

快削黄銅棒vcついて摩擦帝接を行った結果困難とされていたpCも

かゝわらず9 0%近くの引張11強さを得ることができた｡

また熱処理をすることにより.曲ゲ､伸び共はゞ満足な結果を得

る事が出来た｡しかし.アブセット量を10-50淵と言う他の金

属と比べるとそうとう大きなアブセット畳がいるところK問題があ

る.　　　参　考
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l f寸宵L 况��ｨ鳧ｭH4�7Y�86y[ﾂﾆ����T7"�剳� �*�7h5ｨ62�ﾊ8ｴ9|ﾒ�壷盲諒丁言 r'p●m 亶ﾉ*8.絢ﾘ+2�ｺ���I8ﾂ�鳩考 曲ゲ否 

Ti+Cu �ｨ耳耳ﾍﾈ+rﾕCsﾓ"ﾓS����ﾃ��X8ﾒ��#SS��4000 �#R�

Ti+All �#�X���2�鉄S��嶋�ｸ�ﾃ��〟 ����曲ゲ艮 

Al+Cul 展#�ﾆﾂ�鉄#����#���I �｢� 

盲議62Ik｢可75Ttif lE 剴�����､��田C��N 鼎"┘R�曲ゲ艮 

I S45C+S45Ci10胤ヒ 凾｢5以上 ��r�塔���I 一 都"�曲ゲ艮 

Ti+BsBM 册5J#�r�鉄�����ｳ�S���〟 � 

Al+Al 舶｢�｢�1一~･.一一一一■-.I. !17.8 鉄S��S�R�凵� � 

Ti+Ti �(�ｲﾒﾘ�ｸ�W萪����ｳふ�"�塔��#SUR�勍; 刹ﾈゲ良 

cu+Fei5.5日7-20 剴S���TD�b�ﾂ�劔 

~S7tt義三五-｢ 俣��決�2�ｦﾂ�F-州 12以上 I �#X�"���ヴ����U､ﾆ塔���刹ﾈゲ長 

唖　鋼の浸炭窒化に及ぼす微量Cr Moの影響

河　崎　　勲

-.緒　　口

甥の浸炭窒化層vTL_及ぼす微量Gr･ Moの影響を次の項目について

調査した｡

11)浸炭層に於いて浸炭窒化!,7--よる炭素窒素の拡散特性　　′

A　表面飽和炭素窒素に対する温琴Nti3添加量､.庚素量露点の

影響

B　浸炭層における乾素.窒素の拡散速度に及ぼす温度NH3　添

加量､露点の影響

(2)浸炭窒化層の焼入硬度と顕微鏡組織

A　表面含窒素セノンタイト層の生成条件

B　熱処理条件を種々変えた浸炭窒化層の顛微鏡観察的差異`

C　仝上熱処理条件の違いによる表面浸宋窒化層の硬僅分布

D　浸炭窒化層内における残留オーステナイトの挙動

-2　O-

二.供試村の化学姐按とその処理

Il)試　料　作　成

供試材は次の如きものを使用した｡

A　試料履歴

a Ll市販平炉鍋

b CR-ll CR-5

1 00時高周波溶解を行い. 20hgインゴットに分鋳したo

熱間加工vcより5 0mJ吋, 2し'j御f, 2,m厚とし板は以後冷

間圧延vCよりロ11碍死厚とした(,

B　試料の仕卜加工

前記素材を旋碇.研削加工により下記寸法に仕上i､且つ一

部は.エメリー研磨.パフ仕上げをほどこした.

a 0.1研×2　0JqaX20確認　-　-　切斬

b　24Am少.×1ロ0･'m宅　　　　　　旋盤.円筒ii鞘r】照

C　18m･14×1 5脚　　　　　　　旋肇､円筒研削.ェメリー

研削.パフ

C　供試材化学戒分

供試材の化学成分をTable lに示す

T able i

記

(21前　処　理(浸炭)

A　使用浸炭炉

a名　称　　ガス浸炭窒化炉(Lirxlberg社製)

b仕　様　　炉　有効寸法　　150mmSx150〟抑

耐熱鋼製管状炉

ガス発生機　　変成温度1100℃

滞　ガ　ス　プロパンガス

能　　力　15DCu fレh(4.05ん′hr)

-2 i-



B　浸　炭　条　件

b　目標炭素量

0.9gDC共折成分

Acn線以下のr域での浸炭を行う｡

C　浸炭ガスの葺点

0.1解　坂　-50℃～-50℃

24　妬け棒　-　7℃～-　9℃

工業炉のため炉祝の故渦困難となり浸炭中に露点の変動がや

や大きかった｡浸炭.昇点の変化をFig lvc示す｡

C　拡散焼鈍

2　4mS棒の試料の表面部に少量セノンタイトの析出がみら礼

たので次の条件にて拡散焼鈍を行ったB

拡散焼鈍温度　　950℃

拡散焼鈍時間　　2 1hr

拡散焼鈍炉気露点　　-5.i: 1 ℃

(3)浸炭窒化処理

A　予備実験

実験では両方ともにセメソタイト層にナ.-つたため.後の処理は発

生機ガスの露点7i･十5 0 ℃以上にして行った｡

B　浸炭窒化処理

試料の処理条件はTable　3こ示す｡

Table　3　浸炭窒化条件

記号 傀壱(�2�処瑚時間 刋�5��白�"iVdY4Ywb�
生抜博尿窒雨戸 

E 都�����8hr 嶋������- ���Y��卜者看官jif言石膏 動は若干あった 

F 塔S�����8hr 度������- ���R�6rﾒ�発生耗ガスの変 1動は若干あった 

G 塔�����8hー 迭醺x�����- 仍��R�∫ 

炉況のみならず発生機の罷点謁節はやゝ困難であったため露点

の変動を測定し..その結果をFig　2vE示す｡浸炭窒化終了後

炉冷した試片の外親はTable　4に示す｡

Table　4　浸炭窒化後の試料の外親

温臥露点.NH3添加量vcよ｡表面含窒素りyタイトの発　き

生が異なるため次の灸件vcて予備実験を行い浸炭窒化条件の指針

とした｡予備実験条件はTable　2†こ示す｡

Table　2　予備実験条件

温度 倬隴B�露点Il 
発生織 ��ｩ�ﾉ((峪�ﾄ蹤(ｪ閲b�

各 1 俣ゴ����5br 店���?～14℃10% 

∫ 肪ﾂ�±0℃ 鳴�ふ������州�

NH3　添加rLより浸炭窒化炉の露点がかなり上昇するので炉内

へプロパンを添加して炉気茸点を調節するのが普通であるが.本

___　-7　17　-

▲_I

記号 �y7��外観 

E 姪s�����表面美麗なるも煤附着せV) 

F 塔S����仝上 

G 塔�����煤なく表面光沢少なL I l 

三.実　験　結　果

ll)表面飽和炭素.窒素に対する温度. Ntl3添加量.炭素量の的係を

求めた結果をFig3忙示す｡同園により温度が上昇すると飽和窒素

皇および炭素量が低下する｡またCr　の添加は若干窒素畳を高くす

る｡

(2)浸炭層において炭素窒素の拡散速度に及ぼす温度の影響

2 4mSxI 0 Om棒を前項の浸炭窒化を行い. 011初毎に切削し

て求めた濃度曲線はFig4-Fig8に示すとおりで吊る｡

処理温度が高くなるにつれて表面の窒素母が高くなり.深さは

浅くなる｡

-LJ　3-



i31薄板の含窒素セ}ソタイト層の生成

だ照射七J･aの出故鏡組織をU･ 7 /J･L･l撒及び2 4 i,･uhLf棒の表面断面Q-L-

て観察したQ Table5は表面飽相層LL)･ 1㍍板)の組織を示したも

のである｡

Tablt･5　浸炭窒化層の組墳LO･1棚板)

縛.鍋

㍗:-I-_云‥_.iifL∴-　_--:_毒-三L I

一　　　1

l CR-1

:-｡ -｢昌一- Rこ,-

850℃i　-　腰　細　パーライト
__ ---I -----守ll---- -･-1----　---- I-~~-L~L--1-'~~~I IL

850℃i cR一一1 ;白色政細　パーライト混合
･‥=一　　　一∴　　　　　　=　　　_　~

85C)I I C A-5　…　　一　　　　　　　n

88ロ日･L7　-,敬　　紐　パ-ラ　イト=　-l A--. ●'ヽ-　-I/･_　-

1

ヒ　PJ　{ul　: C 氏--1　こ　　　　　'

_　__　r_ __ ____｣______一一一一一一-一　一･｣･-一･一--~~一一~--.㌦ー'-I-~~-rL

e B〇'C…　ciiー5　　　　･

i4)丸棒試料の表面層における含窒素-ンタイト層の′賊状態を

Table　6に示す｡

Table 6　浸炭窒化層の組織し2 4戯メl)

L空堅旦上空
CLO S′ー′0,0 4粘Th

C宅　　　　P C+P

c R J仁一ごrTTT,鮮碧全
■　　　0.0 5hm

熊｢耳芦J"C- i ,ii主i-_p
C+混合+P

l

8.0 2wE,2I-'~-~ tT~~-~ "p-I ~C-

ト__｣_..__-一一･.一　　一-･.･･･-

+　P

.　!c R-l

:

l.

_･一一　一　　　　　　　十･一･･一一･･一一...■一一一~~~~　~~

I

H iC 氏-5

竺貰三顧竺三重_ff_Tt
0.0 2zm

C.0 2/,,bm　　　,.,巨大C混合
~~~ー~~L~1-r∵` I:::'■　p

C; ri
l=ウ-:i

C.･02脚　　.ノ毛状C混合

～ r⊥エ｣三三三
-2　4-

C+毛咲c

混合+P

rC　一含窒素セjンタイト
I

i混合~含窒素セ}ンタイト+パーライト
Lp　-パーライト

(5i　浸炭窒化層の熱処理灸件の違いVC_よる鞄徴鏡組織の特徴2 4祝

丸棒の試料をTable 7　の条件で焼入硬化させその録微鏡組鴇を調

べたo窒素の浸入した浸炭眉に微細セノンタイトの析出が認められ

たo

T abl e　7　熱処理条件

iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii

攣1i漂謂賢
E

人　　後

サブゼしっ

80℃,50min焼戻し

-But　サブゼロ

180℃,50min焼戻し

-80℃　サブゼロ

'･ ,　d　3　0　号180℃.50min焼戻し

各試料の表面浸炭窒化屑を10　0倍, 400倍にて掃影し.且つ

F H, FI, FJについては表面層を5O nJ O倍の電子f･扇徴鏡で観

察した.し写真省略)

-17　5 I-



毛6j　全土処昆条件による表面汚FJTi一窒化l憶の硬度分布

2 4∫･.i,I;2iJ;tJJ新議片を表面層から〕･ □ 5 ;l'gx7-0･ 2湖毎にマイクロピッ

カース毎即実計にて動定し浸炭窒化層U)速さl･C_及ぼす影華について禍

査したo浸炭窒化斤目こおける焼入故度の変化をFig 9-Fig1 7に

示す｡窒素の拡散した浸炭層は焼入硬度を低下させるo　これは残留

オースナイトの増加IJCよるものである｡またサブゼロ処理を行うと

マルチンサイト変態を促進させるため硬化する｡ Cr,Moは確度を全

般vTL増加させろ0

円.結　　口

浸責鋼の浸韓窒化lJt影鱒を及はすiJヨ子としては.次の如きもJ~)が考

えられる｡

Ll)素材の化学旺分し含微遣木組物)

(2)浮環弼こr)炭素感度勾配とJl適係

･'31浸梶竃化処理条件

各々の園子が欄慨的に影塗を攻はすため.本実験で得た結果により

他の>.:;i種.他し′1条件√′)場合を推察することは定検であるため本実験の

条件1ノうみに限定して結果を列記すると次の如くであるo

lll,浸i-ii窒lru温度の上昇は飽細炭素量､窒素亀7Ty低下するoまた

Cr　こう添加は若干窒素量を多くするo

･121表面含窒素セメタイト層は低温処負目こより発生し易く且つCr

Mo　の存在によを′摘発蛙.し易くなる｡浸炭窒化におけるC, Nの

挙動は複雑であるが.定性的には.低温側にて窒化を促進し､且

つオー･-ステナイトの領域を挟はめるため.共析tL'えが左に移行し過

共折の状態となろためと推察されるo

(31窒素の拡散した浸炭層は焼入硬度を低下させる｡.これは.残留

オ-ステナイトによるものであるが.サブゼロ処理によV)マルチ

ソサイト変態を起して確化IITる｡

Cr.Moは薩T-iEを全色的lこ増加させる｡

亙.あ　と　が　き

本案攻は､短矧絹針つ筆者U-)二不一潰れ0)ため期間中に,応分の成果を挙

げることができず叉. -,不満なる鮎乗の補足実験を行う日時的余裕のな

-2　6-

!･斗1.1■t･.i･Jh.■.～･PTN妻.･,1こ.lIp.,---Ill.･･1-.･･.I.1　p.

ざため考察,i:充分となF)結果を本報告にて行い得ず.単に実験結果の

報告のU如',=て童上を遅めたるを.恥入る//^7第である,

乱詳細は.臼太鉄鍋協会第70回講演会に於いて発表の予定であも

終りに臨み本実験の遂行に当ql

指導と助言を賜わった　　荒　木　部　長　　渡　辺　寄　島

直接指導に当られた　　　倉　部　技　官

ならびに厚意と協力を下された.金材技研の方々に深謝の意を表す

る8

(これに鵠する出走は末尾に収録する)

山　其　　の　　他

生産技術研究会

扱械金属加工に関する会邑相互の学術.技術ならびに経験を換して技

術の向上と工業の発展vC寄与することを目的とし.梢軸39年12月1日

に発足.下記研究テーマについて研究討論を月1 ｢叶近糊紬こ行ったB

tl)計　測　管　理

L2)各種工作機械の加工精度の限界

131研磨材粒度と仕上南アラサとの関係

1 2事　　　　業

o　自転卓械械工業摂興事業に幽する補助金交付によく1

仕上面検査絶,台し誓書讐型小器雷雲讐)設置

グー-ロック1組(霊至芸護誓孟警o崇篭　設置

超音波探傷器1台(:T警讐莞農票讐畏逼雄

自動温度-装置1台(芸信孟葉芽式言社製,

13織　員　崩　鯵

日進月歩てる[ロ小企業の撞西指導のため職邑の指導殖力向上を目的とL

ii)膏･lJ:itL軍人と-iJiL中小企誓指導センターLt)長期研修. (2I工業技術院主催の技

鷺軒喜t勲T】小企業庁主権の短潤酢奮. (4)各部会研修に参加せしめた0
---.3　7-



11〉　中小企業指導セン4-研修

研　修　者

研　修　項　目

研　修　期　間

(.21　工業技術院技術研修

研　修　者

研　修　項　目

研　修　期　間

131　工業技術院技術研修

研　修　者

研　修　項　目

研　修　期　間

技師　河　　橋　　　架

窒化機構について

昭和59年7月1日より6ケ月間

技師　辻　　　久　　男

摩擦溶接技術

昭和59年5月18日より1ケ月間

技師　上　　田　　成　　男

分析法簡共同研究

LLll3和59年11月9日より5日間

14　織　　昌　　　名

所　　　　　長

庶　務　係長

指　導　係長

技　　　　師

主　事

技　師

立　　花　　絵一郎′

宮　　部　　忠　　治

坊　　塵　　佐太郎

布　　施　　勝　　輔

藤　　井　　敏　　弘

森　　　　　　　　勇

河　　崎　　　　　勲

永　　田　　義　　明(40.4. 1転出)

斉　　田　　雄　　介

上　　田　　成　　男　ノ

辻　　　　　久　　男

吉　　野　　明　　柔　いロ.411革云入)

捕　　　　馬　　場　　貧　　-

摘　　　　福　　本　　出　　頭　′

-2　8-

･　番

場　　　用

補　　　記　　　員 中　　山　　勝　　之/

樋　　口　　英　　司-(4016･1昇格)

吉　　田　　周　　一

国　　門　　与　　作　し40･5･51退職)

塚　　田　　修太郎

-2　ミ1-
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